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後
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≪課題≫

高い進捗度をみせる事業がある一方で、各機関がそれぞれ取り組みを推進し、共同実施の方向性を見いだせない事業もある。

≪改善策≫

WGにおいて進捗に遅れがみられる項目について重点的に議論を行い、早急に計画、企画、実施の体制を整える。

特になし

4.その他（評価・検証部会への報告事項等）

3.実施状況を踏まえたワーキンググループ運営に関する課題と改善策

b-④産業界を巻き込んだ新たな県内企業の魅力を伝え

る事業の拡充

※達成度（4段階）：4（計画を上回って実施）、3（計画通り実施）、2（計画を下回って実施）、1（未実施）

２．各WGにおける優れた点・特色ある点、今後の課題

第１WG

取組内容

年度計画

3 3 3

3 3

a -④四国大学と徳島工業短期大学が地域課題解決を目的

とした共同研究を開始した。

b-①県内中学校を対象とした共同出張講義を開始し２校

で実施した。

b-④アントレプレナーシップを育む事業の実施におい

て、共同実施内容の方向性を明確に示すことが出来てい

ない。

a-③共同での地域課題を解決するフィールドワークを４

件実施した。

b-③徳島県が主催した防災訓練に学生及び職員が参加し

た。

a-⑤、b①～③防災関連事業やボランティア活動に参加す

る学生数の更なる拡充。
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１．各ワーキンググループの年度計画の達成度　　　

第３WG第２WG

特

色

あ

る

点

a-③.県内高等教育機関のオープンキャンパス開催日

時を記載したポスターを合同で制作し、県内38校の高

等学校に掲示し周知した。

c-① 「誰一人取り残されないフューチャーデザイン

フィールドワーク」「お遍路しながら国際交流」等の

留学生が地域の魅力を発見する共同事業を実施した。

第１WG 第２WG 第３WG
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